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高知県でのヤマネGJir〟J〟∫ノ呼0乃わ〟∫の生息調査  
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〒780－8010 高知市桟橋通6丁目9－1わんば－くこうちアニマルランド  

NotesonthepresentstatusofGlirulusJqPOnicusinKochiPrefecture  

（Rodentia：Gliridae）   

YasuoNal仏血sbi，Taぬs鮎Ⅵratabe，Har110Seike，ChiemiKadota，Mik仁YosllizaⅥ′a，  

HirotsuguYamasaki〉TakaomiYoshikawa〉HiroshiOhcIli〉YukiMiyake＆KozueNoda）  

l侮J甲α／た麒bc以AJ壬f椚αJエα〝4∂一夕ーJ∫d〝占β5力よ‘わ′ら麒oc－カよ乃0－βOJ玖ノ即α〝  

状のままでは絶滅が危倶されるにもかかわら  

ず，これまでに高知県のヤマネの生息状況に  

ついての報告例はない。そこで著者らは，当  

施設の職員で「わんば・－・く野生動物研究会」  

を組織し，保護方法について－の基礎的データ  

の蓄積を目的とし，2000年4月1日よりヤマネ  

の生息状況調査を実施した。その結果，ヤマ  

ネが巣箱を利用したことが確認され，また，  

過去の記録から生息状況の概要が把握でき，  

若干の知見を得たので報告する。  

調 査 方 法  

本調査では，巣箱での生息確認調査と県下  

全域でこれまでに確認されたヤマネの情報の  

掘り起こしを実施した。   

巣箱による生息調査は，県下全域を対象と  

すべきであるが，調査員の不足から，県下全  

域を対象とすることができなかった。そこで，  

これまでに生息情報が最も多い梼原町，東津  

野村，本川村の3町村での調査を実施した。  

調査地域は，本川村の標高1，200mの国有林，  

は じ め に  

ヤマネG仏Ⅶ血ぶ／呼0乃加5は本州，四国，九  

州，隠岐島後に分布するネズミ目ヤマネ科の  

日本固有種で，体重は夏で14～20g，秋には  

34～40g，頭胴長は68～84mm，尾長44～54mm  

で，背中に明瞭な黒い縦線がある（阿部ほか，  

1994）。世界に約26種のヤマネの仲間が生息し  

ており，日本のヤマネは天然記念物に指定さ  

れ，環境省のレッドリストでは準絶滅危倶種  

に指定されている（湊，2000）。四国では高知  

県，愛媛県，徳島県でヤマネの生息が確認さ  

れているが，香川県では確認例がない（阿部  

ほか，1994）。   

ヤマネは標高約400～1，800mの森林に生息  

している（林，1968）。高知県の人工林率は約  

70％と高く，ヤマネの生息環境である自然林  

はきわめて少ない。その状況から，高知県で  

のヤマネの生息数は減少していると考えられ，  

高知県レッドデータブック［動物編］では絶  

滅危倶Ⅱ類に指定された（高知県，2002）。現  
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梼原町の標高500～900mの民有林と町有林，  

東津野村の標高400mの民有林である。   

巣箱は本川村に38個，梼原町に82個，東津  

野村に58個の計178個を26ポイントに設置し  

た．。巣箱は，広葉樹や針葉樹に／ト型の脚立を  

掛け，地上より200～250cmの位置に取り付け  

た。設置した巣箱は，2ないし3ケ月の周期  

で巣箱内を確認し，巣箱の利用率を調査し  

た。巣箱内にいる個体は捕獲し，体重等の計  

測や写真撮影をした後，巣箱に戻した。ただ  

し，繁殖を確認した場合，子育て中の母親や  

子どもを直接手で触れることにより，母親が  

子育てを放棄する可能性があったため，撮影  

のみとした。   

使用した巣箱は，セキセイインコ  

〟eJ呼5助加〟5〟〝血JαJ〟5用市販巣箱と，著者らの  

手製巣箱である。市販巣箱は下部前面が開閉  

し，そこから内部が確認できる。手製巣箱は 

天井が開閉でき，そこから内部が確認できる  

形状である。巣箱のサイズは，市販巣箱が  

15。．5×15…5×19cm，出入り口の直径が4…5cmで  

あり，手製巣箱は10－5×川・5不21cm，出入り  

口の直径が2。．8cmである。   

情報の掘り起こしは，高知県教育委員会に  

報告されている事例や動物園の保護事例，新  

聞記事，それに私信に基づいた。  

結  果  

2000年5月9日から2001年11月30日までに，  

3町村に178個の巣箱を設置した。ホンドモモ  

ンガアJe′0〝叩5㈲卿〝卵（以下モモンガ）はヤ  

マネと同様に巣材として樹皮を使用するが，  

ヤマネの巣材の樹皮が粗いため，モモンガの  

巣材との識別は容易であった。また，鳥類の  

繁殖期以外の時期に蘇苔類のみが巣箱に運び  

込まれている例が認められた。この巣材は，  

状況からヤマネの巣材と考えられるが，樹皮  

のようにヤマネによる加工の特徴が認められ  

ないため，ヤマネの巣材として判断すること  

は避けた。   

設置した巣箱178個に対するヤマネの利用率  

を計算すると，生体と巣材のみの確認が合計  

16例あり，9％の利用率であった．。しかしな  

がら、この計算方法では調査回数を増すごと  

にヤマネの利用率が増加することになる。そ  

こで，本調査では鳥獣類が利用したのべ巣箱  

数に基づいて算出した値を，ヤマネを含むそ  

れぞれの動物の利用率とみなした。これまで  

に調査したのべ巣箱数は978個で，そのうち  

262個に鳥獣類の生体とそれらが利用した痕跡  

が認められた。鳥獣類が巣箱を利用した282個  

に対する種類別の利用率を求めると，ヤマネ  

の生体確認は4例で1い5％，巣材のみの確認は  

12例で4。．6％であった。巣箱を利用する動物で  

最も高い率を占めたのは鳥類の155例で，  

59い2％に達した。鳥類はヤマガラ月餅批＝川両肌，  

シジュウカラノね′〟∫明年ノ〝，ヒガラノお′〟Jαお′の  

利用が認められたが，鳥類は対象外であるた  

め，生体と巣材のみを区別せずに集計し，種  

別の利用率も調査しなかった。哺乳類では、  

ヒメネズミAクOde椚〟5α′㌍乃Je〟5が，生体と巣材  

のみの合討で69例の26‖3％を記録した。モモ  

ンガは，生体と巣材のみの合計が22例で8一．4％  

であった。ヤマネの巣箱利用率を調査地域別  

にみると，本川村で鳥獣類が利用した巣箱は  

のベ111例あり，ヤマネの生体と巣材のみの合  

計が10例で9％であった。梼原町では鳥獣類  

の利用がのベ92例あり，ヤマネの生体と巣材  

のみの合計が6例で6い5％であった。東津野村  

ではまったく記録できなかった（表1）。   

巣箱に運び込まれたヤマネの巣材には，ヒ  

ノキCんα∽αeqpα′～50ム血路αの樹皮のみのタイプ  

と（図5），ヒノキの樹皮，種不明の樹皮，蘇  

苔類が混在するタイプに大別された。繁殖用  

の巣では，ヒノキの樹皮，種不明の樹皮，辞  

苔類，中JL、部分に菌糸束が認められるタイプ  

と（図6），ヒノキの樹皮と中心部分に菌糸束  

が認められるタイプに大別された。また，1例  

であるが，蘇苔類のみからなる巣材が確認さ  

れた。   

冬眠個体が2000年12月26日に梼原町四万川  
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表1．巣箱を利用した鳥獣類の利用率  

本川村  梼原町  東津野相  計  

鳥  類  
ヒメネズミ巣材  

ヒメネズミ生体  

モモンガ巣材  

モモンガ生体  

ヤ マ ネ 巣材  

ヤ マ ネ 生 体  
計   

（59．2％）  

（22．5％）  

（3．8％）  

（5．7％）  

（2．7％）  

（4．6％）  

（1．5％）  

67例  56例  

8例  26例  

4例  4例  

15例  0  

7例  0  

9例  3例   

1例  3例  

111例  92例  

32例  155例  
25例  59例   

2例  10例  

0  15例  

0  7例  

0  12例  

0  4例  

59例  262例  

図1．2000年12月26日，梼原町四万十川地  図2．2001年5月11日，図2と同じ巣箱で  

域の民有林で確認された冬眠個体。  
体重20．6gの雄．  

確認された繁殖個体．母親1頭と子  

ども3頭が確認された．  

図3．2001年10月27日，図2および図3と  図4．2001年10月11日，本川村で確認され  

同じ巣箱で確認され，生後3日齢と  た単独個体．体重12．5gの雄．  

推定される子ども5頭が確認され  

た．  
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拍数が増加し覚醒の兆候がみられたが，身体  

を動かすまでの覚醒には至らなかった。この  

ことから，この個体は深い冬眠状態であると  

判断された。しかし，翌年の2001年1月22日  

の調査では，巣箱内に確認できなかった。捕  

獲の影響で覚醒し移動した可能性が高い。  

地域の民有林（環境省自然環境保全基礎調査  

用メッシュマップ5032－0790）で確認された。  

この個体は巣箱内で体温を下げて冬眠中で  

あった。性別は雄，体重20．6g，健康状態は  

良好と判断された（図1）。この個体は捕獲後  

約30分の間に体重等の計測をしていると，心  

－ 36 －   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



図2の個体は，図1の冬眠個体が利用して  

いたのと同じ巣箱において，2001年5月11日  

に確認された親子である。図2には子どもが  

2頭しか写っていないが，子どもは3頭であ  

ることを確認した。子どもは大きさから生後  

約3週齢と推定された。   

図3は，図1および図2と同じ巣箱で，同  

年10月27日に確認されたヤマネの子どもであ  

る。子どもは体毛の状態や大きさから生後3  

日齢と推定され，母親と5頭の子どもが確認  

された。   

図4の個体は，2001年10月11日に本川村の  

調査地（環境省自然環境保全基礎調査用メッ  

シュマップ5033－4291）で確認された。性別は  

雄，体重が12．5gであり，若い個体と推定さ  

れた。   

過去にヤマネが確認された記録を整理した  

結果，2001年11月末までに44件が確認され  

た。44件の記録の中で，ほぼ正確に確認地点  

が把握できた42件に基づいて，ヤマネの確認  

地点の分布図を作成した（図7）。最も古い記  

録は，1985年の物部村別府での記録である。  

確認地点は，四国カルスト山系，石鎚山系，  

剣山系の標高400～1，200mの地域に多かっ  

た。  

考  察  

本調査で得られたヤマネの巣は，ヒノキの  

樹皮が多用されていた。これは各調査ポイン  

トが人工林と隣接しているためで，このよう  

な環境では巣の材料となる植物が限定され，  

ヒノキの樹皮が最も利用価値の高い材料と考  

えられる。また，スギCr汐わ刑e′ねノ呼0乃血林と  

隣接している調査ポイントがあることから，  

スギの樹皮を巣に使用した例も出てくると考  

えられる。ヒノキ以外の樹皮および辞苔類に  

ついては，巣材のサンプルの収集に努め，今  

後の課題として分析をすーすめる考えである。  

繁殖用の巣では巣の中心部分に菌糸束が認め  

られたが，ヤマネが菌糸束を運び込んだと考  

えられるものの，巣材に付着した菌糸もしく  

は胞子から発生した可能性も否定できないた  

め，今後の調査で明らかにしたい。   

ヤマネの昼間のひそみ場所としての巣では，  

気温が高い時期では巣材の量が少なく，気温  

が低い10月になると巣材の量が多くなるとさ  

れている（中島，1993）。本調査では単独個体  

を2例しか記録していないため，高知県のヤ  

マネも同じかどうかの判断はできないが，本  

川村の調査地で2001年10月il日に確認された  

若い雄は（図4），巣箱内にヒノキの樹皮と蘇  

苔類からなる巣材を多量に運び込んでいた。  

したがって，高知県でも中島（1993）の報告  

と一・致する可能性が高い。   

生体が確認されたうち，図1の個体は2000  

年12月26日に少ない巣材の中で丸くなった状  

態で体温が著しく低下しており，明らかに冬  

眠状態であった。浅間山で調査をした芝田  

（2000）によれば，ヤマネが巣箱で冬眠した  

例はない。したがって－，この個体が例外であ  

るのか，地域差からの生態の違いであるのか，  

現段階では不明である。   

図2と図3の繁殖が確認された例は，利用  

巣箱や母親の体色の特徴から，同一・の雌が同  

一・年内に2回の繁殖をした例と考えられる。  

芝田（2000）によれば，長野県の浅間山で同  

一・の雌による年2回の繁殖が高頻度に起こっ  

ており，高知県でも1年に2回の繁殖をして  

いる可能性が高い。   

本調査では，3町村26ポイントに設置した  

178個の巣箱に対して，ヤマネの生体が4例と  

巣材が12例確認され，ヤマネの巣箱利用率は  

9％となった。中島（1993）は，長野県の浅  

間山では，樹木に設置した123個の巣箱をヤマ  

ネが59％の割合で利用したと報告している。  

生息環境が異なるため，本調査の利用率とは  

単純に比較できないが，高知県での生息密度  

はかなり低いと考えられる。その要因をま，ヤ  

マネが寒冷地を好むために温暖な高知県では  

本来低密度なのか，高知県での生息環境が人  

工林化などの破壊により，ヤマネが減少して  

いるかのどちらかであろう。その要因につい  
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ある。ただし，市販巣箱は耐久性に問題があ  

り，平均2年しか使用できないのが難点であ  

る。  
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ては今後の調査で明らかにしたい。   

ヤマネの巣箱利用率は，本川村の標高  

1，200mの調査地が高かった（表1）。中島  

（1993）による長野県の浅間山での生息密度  

が高い標高は900～1，200mという報告とほぼ  

同様である。井口はか（1996）は，徳島県の  

110～550mの低い標高でヤマネの確認例が多  

いことから，低緯度の関係で低い場所に広く  

生息している可能性を示唆している。しかし  

ながら，その確認例は集落で偶然に発見され  

たヤマネの記録であり，徳島県における集落  

のない高い標高でのヤマネの生息状況は不明  

である。   

高知県で過去に記録されたヤマネの確認地  

点の分布図を作成した結果（図7），標高Om  

に近い記録が1例存在するが，標高の高い四  

国カルスト山系，石鎚山系，剣山系の周辺に  

記録が集中していた。今回の巣箱による調査  

結果とあわせて考えても，高知県のヤマネは  

標高400から森林限界である1，200m付近での  

生息密度が高く，これらの地域がヤマネのコ  

アゾーンであると推測される。したがって，  

今後のヤマネの保全に関しては，確認地点分  

布図からこれらの山系の環境を保護し，また，  

自然環境の復元を図ることが高知県でのヤマ  

ネの絶滅を回避する最善の対策と言える。   

今後，より広範囲にわたるヤマネの生息分  

布を正確に把握するため，県中部および東部  

での巣箱調査を実施する予定である。生息密  

度が高く，追跡調査に適した調査地が得られ  

れば，テレメトリー調査を実施し，生態的  

データの収集も予定している。   

なお，手製巣箱と市販巣箱の利用率の比較  

をすべきであるが，現段階では手製と市販で  

は差が明瞭ではなく，どちらの巣箱が有効で  

あるかは今後の課題としたい。このような調  

査では，多数の巣箱を準備する必要があるが，  

セキセイインコ用市販巣箱は予算的な問題を  

クリアーすれば多量に入手することが可能で  
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